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ホフマンスー一夕ーノレ序説
小川正已
　独乙の近代の偉大た詩人と・いえ。ギリルヶ・ゲオルゲそ←てホフマンスタールが
挙げられよう。（人によっては之にデrメルが加えられる。）ところ．が以上の三人．
のうちで，ゲオルゲとヰフマンスタールの出会は，旗乙女学史上において，ゲー
テとシラーのそ柞にも比すべき’ものとい知れている。グオルゲと＊フマンスタr
ルの友情の経緯は，1938年と始めて公開された「往復書簡」にようて，私たちは
精しく知ることが出来る。それによって・私たちの予想を揮えて・これら二人。
詩人が互いにその生活と作品に影響し合っていたことがわかる。ところがE・R
・．クルチゥ刈羊・ゲかルケとホフマンスタールはラテン性とい」う点で一度限り交
叉しただけで，これ程互いに異質な詩人1羊ない・といってい札「ゲオルゲの精神＝
的支甲権は自己に与えられた力からも出てい乱彼は自分の力による樹立者戸島
り立法者だった。それに対してオフマシスター」レの権威は，若し私たちが政治鮒
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃チーム　　　　　　　　　　（註1）な比楡を用いるこ一とが許されるなら，正節の遺産と伝承に根をおく。」そういラ・
わけでこの二人の場合は，ゲーテとシラーが互いに異質であったにも拘らず，寧．
ろ異質であればこそ深く理解し合ったのとは些か事」唐を異にしている。私は二人
の相異を最も端的にあらわしている作品を取り茎げてみよう。ゲオルゲの最後。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儲2）詩集「耕しい帝国」（1928）の．なかに「寺院の火事」とト・う詩劇がある。シュテフ
ァン．ゲオルゲ（1868＿1933）一般について言えば，彼は詩においても，生活にお’
いても，倫理においても，当時の独乙の秩序ξは全く違？たものを打建てようと
した詩人である。その違うものというのは，当時の独乙人（のみた．らず世界）が1
大しく忘れ去っていた実とか高貴さとか青年の力とかであり，事実彼はそれらの・
理想を彼の詩において結晶させた詐りでな一ｭ，彼を中心とする所謂ゲ才ルケ・ク
ライスたる一団のたかに実現しようとし㍍詩劇「寺院の火事」は，・クオ牛ゲの1
　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
そのような旧い秩序に対して耕しい秩序を打建てようとする努力が，．嘗ってヨー
1コーcパを躁鰯した鉤蚊め君主に托さして歌われている。そしてその詩のなかで，
旧秩序との一切の妥協を排する峻厳た君主が，出陣の時以来の親友クレリオを，
被が征服地り色と慾にまよったからといって厳しく裁き一，遂に自害させている。
ゲオルゲの旧秩序への峻厳な非妥協佳はそのようた形で表現されている。それに
対して1902年にホフマンスタールが，十六世紀の英国の劇作家トマス・オットウ
ェイの劇Venice　Presさrvedに基いて書いた詩劇「救われたヴェニス」も亦同じ
ような主題を扱うている。ヴェニス。国転覆め志を有った革命家のなかにピエール
とヤフィエrルという親友・同志がい・私一般にピュールはゲオルゲがモデルだと
言われる程，ピエールは：革命に対して峻厳セあ孔ところがこの劇の焦点はピエ
Hレではなくて，寧ろ貴族の娘ベルヴィーデ。一ラを妻として，旧秩序と新秩序との
間で動揺するヤフィエ」，レに合わされている。ゲ矛ルケが「寺院の火事」でその
協から峻厳に排除したクレリオを，ホフマンスタールは主人公にしてr救われた
一ヴェこス」という悲劇を書いているのだ。私たちは簡単に旬扱の君主は意志撃固
’で，ヤフィ．工一ルは意志薄弱であると言えよう。だがヤフィエールに一しても，そ
1れを操るホフーマンスタールにしても・．輝しい新秩序樹立という閉された世界の外
に，・いくら見まいとしても，どうしても見たいわけにゆかたいものがあったのだ。
裁にホフマンスタールの最も大瓠た特質がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　ゲオルゲの詩集「生の絨睡」・（1gOO）のなかに，「都けられた者」という詩がある。
。今之を試みに訳してみると，
君はすべてを先取りした，美も偉大さも
名声も愛も・早く熱した心で
’遊びのうちに，そして人生でそれらに出会ったとき
・色あせて気のぬけたものとしか君には見えなかった。
二重は不安げに路上や市場で
（20）
君にかくされ牟剣戟がないか耳をすませた…
すべての心に貧禁にしのび込みながら
君の心は手λれされず荒れたま∫だった。
君は珍・しい色や響きや断片を見出して
　　出しい雑で盲の大衆に投げやり
大衆は君を酔わす讃辞でふくれ上った・…
だがひそかに君は泣く一君のなかには悲しみが奥陰う。
君の眼ざしは「純粋な人々」のまえで恥らい落着かな1イ・
まるでかれらが君の心を読みと．るかのよ・うに・・・・…不似合に
君は飾ってはいるが聖別されないで
花環もなく大いなる人生の祭典にやって来㍍
　これは普通寺フマンスタールが歌もれているといわれている。従って裁にはゲ
オルゲの＊フマンスター一ルに対する批判があるわけだ。「純粋な・人々（die’Rei・
血en）とは勿論ゲオルゲを中心としたゲオルゲ・クライスの人々．」を指していると
解して差支えある一まい。その人々の前で才フマンスタールの眼ざしが恥らい落着
かなかったかどうかはさておくとしで彼が「すべてを先取りした」と一いうこと
は事実だ。。一ま1ことにフーゴ㌧・フォン・＊フマンスタrル（1蛆一エ929）は早熟の
天才だ．った6＋英才で既に最初の詩集を出して，ウィーンの文壇に出た。彼の秤
情詩は，本質的に当然好情詩に属すべ．きいくつかの短い詩劇を含めて，大体十九
才から二十八才まセの十年間に悉く出来ている。従って肴情詩こそは彼の青春時
代を特長づけるものである。この彼の青春を代表する好情詩は実に多様に表現さ
れてはいるが，全体を貫いて私たちは二つの表槍を捉えることが出来る。r彼の
青春の作品は，人生の光輝があるかに見えるが，試練にあうと忽ち無力で貧弱な
ことをあらわす人物の住家だ。」・「私たちはオフマンスタールの作品から一群の人
物を呼びおこすと，何時も唯一つのことが証されるのを聞く干却ち祝福さ札一人
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3士）
にすぐれているかた蒐えるものは呪いに逆転し得るものであり，方人から選ばれ
たかに見えるものは結局放逐者の如くにあり得る．ということである。」とリビア
　　　　　　　　　　　　　　（謹31ルト・．アレヴィンは述べてい．るが，まことにホフマンスタールの青春の作品は・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詩4）その早熟さで，人生のあらゆる光輝一富や美や散りや青春や純粋さや夢や冒険一
を咲いつくしているが，燃しその同じ早熟さで，逸早くそれら人生の光輝ρ背後
にあるもの，即ち現実（Wirk1ichkeit）そしてその核心である死を三いくら見ま
いとしても，どうしても見ないわけに惇ゆかたかった。従ってホ7マンスタール
の眼ざしが，その前で，恥らい落着牟なか？たのは，。ゲオルゲの言うように，「純
粋た人々」ではたくて，寧るこの現実であり，その核心である死であったのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　X
　人生の光輝を浄唐詩の形で歌っていた＊フ下ンスタFルは・このいくら見まい
としても，見ないわけにはいか狂いもの，即ち現実と，その核心である死の前に，
遂に沈黙せずにはおれたくなった。この沈黙を語るのが1902年に書かれた風変り
な散文「チャンドス卿の手紙」であ恥これは形式的には・くの散文の冒頭に喜一
かれているように，」フィリップ・チャンドス卿が，．フランシス・べっコンに宛て
て，自己の文学活動の先全た放棄について，了解を求めて書いた手紙である。そ
してこの手紙の宛名ベイコンはゲオルゲであると言われてい机たしかにホフマ
ンスタールの人生の最深の偉棲は，ゲわヒゲに対する信頼に侍って始めて告白す
ることが出来たのであろう。さて手の手紙・の内容であるが，私たちはこ∫でまず
エステート
審美家としてオのフマンスター一ルの終焉を見る。主体と客体との同一化による高．
揚イの意味での押情詩の可韓性の秤焉。「いま私の．眼のまえに置かれた御手紙の一
なかから，その4・論の表岡羊，よそよそしく，また冷たく一，私を見つめております。
香私はそれを，私の熟釦している一聯の言葉のつながりと一して直ちに把握する
ことが出来たいで，まるでこのよう．たかたちで結合されたこれらのラテン語が，一
始やで眼の前にあらわれでも．し牟苧のよう！こ・それは年父一語一語しか理解出来
ないのでしたJとのよ1吟迄習撤勺1と容易に行われていた芦体との同一／ピカ1
不可能になってしまった主体が，そg習慣が消え去ったあとに見たものとは何々、。
r一・牧師のTさん1辛善人だとか，小作人のMさんは息子さんたちが放蕩者でお
　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
気毒だとか。…・…甲の家は栄えてい．るが，・乙の家は下り坂だとか，こうした話を
聞きますと，私の心は不可思議た怒りに充されて，そ・の怒りをわづかに隠しおお一
すことさえ，なかな・かの骨折であったのです。私には右のようだ言葉は悉くこの
上もなく証拠のない，嘘っばちな，欠陥だらけのものに一胃、われましたし，且，私の
精神は。右のような会話のなかに現われて来たあらゆるものを不気味なくらい近
くから眺めるように，私に強いたのでありました。曾ってこの小指の皮膚の一片
を顕微鏡で見ました・とき1それが恰も溝もあれば凹地もある平原のように見えた
ことがありますが，いまや私にはさまざまの人間を彼等の行為がまさしくそあ本
うに見えたのであります。」そして主体は，そのように見まいとして毛見ずにはお
れないものを表わすすべがないのだ。「・・…・つまり私がそれヒよって書くばかり
でたく・思索さえする言葉と㌧ておそらく与えられています言葉は・ラテン語で
も英語でもなく，一…その単語の一つさえ私の知らない言葉であり，それによって
無言の事物が私に話しかけ，またそれを用いて私が他日おそらくあの世の見釦ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議5）ぬ閻魔王のまえで答弁すると思われるような言葉であるからです。」だがそのよ
ラな言葉は何時になったら見。出せるのだろうか。一丁一体「チャンドス．卿の手紙」
．は，＊フマンスタールの一時的な病気の表現で島ろうか。＊フマンスクールーと同
じ審美家オスヵア・ワイ．ルドがたどった獄名。33更にセバスチアン・メルマスと
いう転落のコースを彼が諭し年エッセイのなかで・綾！ま次gように書いている。
「オスカア・ワイルドの人間とオスカプ・ワイルドの運命はどこまでも同一のも
のである。彼は慧眼にして盲目た上ディプズのような足取りで破滅に同って産ん
でいった。この審美家は悲壮であった。この気取り屋は悲紐であった。彼は両手を
天空に伸して運命の電光を我身の5えに引づり下そう・とした■試みに1911年版の
アルベルート・一七ールゲルの．「現代の文学と文学者」．のオフマンスタールの箇所幸
調べてみると，＊フマンスタールの青春の作品が精細に論ぜられて，この早熟の天
才は今や昔日の面影を次第に失いつ∫島ると断ぜられている。「著きヴェルテル
の悩毒」で独逸はおろか，全ヨーロッパに盛名をはせたゲーテが，第二のヴェ．ル
テルを空しく待たれたのと同じだ。ゲーテはその時既に当時の人々に理解される
ことのない．「タッソー」や「イフィゲニエ」に心血をそ∫いでいたのだ。＊フマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
ンスタール屯亦青春の秤」唐詩のあとに，之を不可解にするチャンドス卿の危機に
あったのだ，否，ウイルドのように，そのような「運命の電光を，両手を天空に伸
して，我身のうえに引づ．り下そうとした」一のだ。サルトルの「嘔吐」にも比すべぎ
この・実存的不安の表明である「チャンドス卿の手紙」から，如何にして薪たる表現
の可能を獲得するに到ったかこそ，ホフマンスタールの発展を物語るものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　×
「……彼の審美主義の破綻の第一の結果としセrチャンドス卿の手紙」が受けと
　　　　　　　　　　　　　　　　　コiルクスハヴトられてい∫なら，第二の結果としては民衆一的なものへの転向，見せかけの謙遜
に代？て真の謙遜への努力が受けとられてよかろう。一だがそのようなことはあら
かじめの計画によって実現されるだろうか，ホフマンスタールは，民衆的なもの
は模倣を許さないこと，叉模倣された民衆文学は愚事に堕することをよく知って
いた。それではそれにも拘らず詩人として如何に主張すればい∫のか，彼はその
ために．一つの賢明な代用理論を考え出した，即ち民衆的なものへめ復帰は民衆に
道徳的に働きかけ一ることによって成功するだろう。これに従えばよくわかること
が要請されねば杜らないので，もともと避けがたい秘伝性を有った詩は排除され
る。だが小説，就申劇場においてその目的は達せられるかに見える。」とヘルマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詩6）パブロッオは，＊フマンスタrルの芸術ジャンルの発展を説明している。私は
更にホフマーンスタ∴レ自身が，チャンドス卿の悩みを悩んでいた最中・前述の英
国のトーマス・オットウェイのVe孤ice　Preservedを読んで感じた感激を，彼と
同じくウィ・一ン人でゲオルゲ門下のアンドリアンに書き一しるした，手紙の一節を
引こう。「私はすべての人物の登場と退場の美しさを感じるこ’とが出来た，更に
またすべての彼等の独白と対話の美しさも。私は思。うのだが，これは恐しく不可
思議な何かだ，それが起り得るためには，すべてのこれらの事■庸がそこに在らね
ばならないだろう，一何日も続く孤独，厭な夜な夜だ，そしてかくも多くの修めた
人々の眺め，彼等の匂いと彼等の声まで。劇という・ものは一つの非常に違った芸
術ジ÷ソルだ，そして私が思うには，劇のあるところ，人は周時に現実の人生に結
ばれ，かつ同時にそれから解かれるのではたいか。劇は，碩歌の美しさや友情に
関する対話では憩うことの出来たいようた魂の部分を浄化し憩わす……。」この
　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
VenicePreservedから受けた，今迄の符情詩」とは全く違った・感動はキかで1902
年，即ち「チャンドス卿の手紙」を書いた年に，同名の戯曲に結晶した。一 ｻしてこ
の線上に続いて二つの戯曲が創られている。1903年の「エレクトラ」と1940年の
rエディプスとスフィンクス」がそれだ6これらは，ホフマシスター一ルの青春時
代に創られた数々の詩劇と明らかに違っている。以前のものは既に述べたように
劇の形態をとりながらも，碑迄その本竿は粁情詩であった。ところがこれは明弓
かに劇だ。私たちは滋にチャンドス卿の危機から発展しようとしてあがいている
赤フマンスター九の姿を見る。」「救われたヴェニス」についてはこの文章の冒頭
に述べたが，次の「工1ノクトラ」においては占父アガメムノンを短した母と義父ア
エキ・ストに対する暗い復讐の念にその青春も女性であることも一人生までもむさぼ
らしてしまった工．ひクトラの姿に，．次の「エディプスとスフィンクス」（之はソフ
ォク1ノスの「エディプス」の序曲をなす一もの）・では・これも亦父を殺し生みの母
一をめとるという忌しい神託に見据えられたエディプスの姿に，夫々チ’ сVドス卿
の危機に陥ったネフマンスタール，現実と死を見まいとしても，見ずに桂おれな
いオシマンスタールが，劇といふ額縁のなかに結晶されている。そこでばまだ夫
々の主人公は危機の真夜中に立ちつくしているに過ぎない。然し主体的た好清詩
ではなくて，新しく見出した劇という形式のなかに，それらの姿を定着＝し得たと
曽・うことは，既にチャンドス卿あ危機に対して積睡的に一歩進めたことになる。
その意味セ秘たちはゲオ牛ゲを始め多くの評家が，ジェクスピアーやソフォク1ノス
と較べてそれ等の作品が余りにも運命的であると・いう非難は一応肯じたがらも，
なおそれらの独特の価値を認めないわけにはゆかない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
　「続・く年月は」と・フリードリッヒ・ヘルマンは書いている，「蒐集と発行の年月
である。更に後には次のような三つの方向が区別される，即ち散文の方向と宗教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（卸）割の方向と喜劇，歌劇のテキスト，小説の方向がそれだ。」蒐集とは1912年の亡独
逸小説集」，1922年の「独逸読本」であり，発行とは1906年め彼自身の詩，散文
集の発行を指すのであろう。散文活動は専らエッセイで，之だけは彼の青春から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詩8）晩年に到るまで，一変ることなく広範な範囲で続いている。苦しみの第一次大戦を
　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）
経験し，更に彼の血であり肉である伝統的なオーストリア帝国が崩壊するのを眼
のあたり見たホフマ！スタールが如何なる方向に発展して行ったかは，私たち1ヰ
彼の後期の作品を読むことによって知り得る。彼の後期の作品は，宗教劇に，喜
劇に，小説にと多様な形式をとりながらも，一様にある共通の印象を与える。
　宗教劇としては，1910年の「エーダァマイ」（英国の中世劇Every蛆anに基1
く），1922年の「ザルツブルク大井界劇場」（スペインの中世紀の偉大た劇作家カ
ルデロンに構想を得る）等があるが，＊フマンスター一ルの後期の発展を見るため
に，特に後者を取上げてみると，之は世界一人間の世界は神を観客とする一つり
劇場干あるという構想をもつ。・そしてそρ劇場における主人李は・王や富者や美
人ではなくて，厭々たがらその役を押しつけられる乞食である。乞食のみが権力
や富や美に眩惑されることたく・世界の構榔三応じた生き方をすることが出来る由
それら一切を明かにするのは・．この劇場においては・時とそして死である。裁で
断・っておきたいのは，．富裕の最中に死に襲われて，死の照明の許に今まで信じて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いさおしいた恋愛や友情や富という屯の∫本。態を見さ！れた挙句，「信仰」と「功績」の手
引き一で死を受容する「エーダァ・マン」にしても・こρ「ザルツブルク犬世界劇場斗
にしても，オフマンスタールの宗教劇が，宗教的ドグマから，死の確実さに生の
惇かなさを対比させたものではないということである。彼がモデルとした中世キ
リスト教文学は展々教化を目的として，そのようた見えすいたからくりを行って
いる。．ホフマンスタールは後期に到って簡単にキリスト教のドグマに嵌ってしま」
ったのではない。「慧眼にして’盲目たエディプス」のよ・うな彼が，若くして既に
この世の多様な豊饒さのなかに見ずにはおれなかったはかなさは，僧侶が下心あ
って誇張するあのぽかなさとは違って；やがて「チャンドス卿の手紙」に凝集す
べき’実感だったのだ。そして「チャンドス螂の手紙」以後の彼の一切の努力はこ
の見ずにはおれなカ、った現実との闘いに費やされたのだ。従って彼の宗教劇にお一
いても，登場する．「死」はドグマではなくて，彼の実感だらたのだ。寧るこの
「死」という実感を中心に，彼の宗教劇は展開されているといってい∫のだ。「死一・
という実感の生育の上では，。如何たる近代建築も崩壊してしまう。この土台には
矢牽中世の神を中心とした大伽藍が最も相応しい。ただ中世劇が寧ろ神への信イ項．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
という天上から地上に向って構築されているのに対して，ネフマーンスタールの場
合飽迄逆に死という現実から神への上昇の運動であえことに注意しなければなら
・たい。
　喜劇としては1908年の「クリ。主チーナの帰国」，リヒブルト・シュトラウ・スの歌
劇のテキストと・たった19u年のr薔薇の騎士」，及び1921年のr気むつかしい男」
があるが，この場合もネフマンスタールの後期の発展を見る上から，最後の「気
むづかしし．・男」を取上げてみよう。この喜劇は第一次大戦後のウィLンの貴族ア
ルテヴィル家の夜会をめぐって展開されるも」その夜会には様々た「生の可能性」
・が集ってくる。それはある意味で大戦によって旧才一ストリブが崩壊したあとの
ヨーロッパの様相にも似ている。伝統を失ったヨー・ロッパの混乱。屯してその夜
会の中心人物は，すべての人々に関心を有たれており，西十才の今なお独身者で
あるI「気むつかしい男」ハンス・カルル・どユウル伯爵である。ハンス・カルル
の特質を一言でいえば「目だたなさの達人」（ブ1ノヴ4ン）で差）る。彼は目一だつ
曲もて表面のはかなさを知っている。彼は華やかな夜会とともに，場末のサーカスの道
化師も知っている。つまり彼は死を核心とした現実を知っているのだ。だから夜
会の解きぼく←よラもない葛藤紛糾のたかで，ひとり彼のみは正しさを失わない
のだ。ほんの一例一として，愛情はすべて根から離れて浮遊するこの夜会のなかで，
彼が結婚をどう見ているか紹介しよう。
’「だがそこには恐怖があるので，．人間は，一この沼から，自分の頭をつかんで助か
るためには，何かを見出さねばならなかったのです。こうして人間は，偶然的な
、ものと不純なものから，必然的なものと永続約なものと有効なものをつくり出す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註9〕設備，即ち結婚というものを見出したのです。」
　最後に・赤ラマンスタールの小説である一が，之はその初期から大体二つの傾向に
分つことが出来る。」つは写実的なス州ルで書かれたもので，1894年のr騎士
物語」。1900年の「バッソピエール」，1910年の「ルチドォル」，1911年の「夜の夕
立」，そしてこの傾向は1912年に未完の断片として発表された「アン・ドレァス」に
泰いて完壁を得る。もう一つの傾向は童話的なスタイルのもので，一1894年め「六
七二夜の童話」及び後期の大作「影なき女」（1919）であ孔裁においても，私は
　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
ごめ翠後のr影たき女」だけを取り上げよう。この小説においては精霊の世界と
人間の世界とが交錯している。即ち本篇の主人公は精霊の王の娘であるが，故あ
て人間の皇帝の后になっている。ところがこの后は精霊なるが故に影がたい。若
し彼女が影を得手，母性とならないたらば彼女の愛する皇帝は石に化し下しま
う．という呪いを受ける。そこで彼女は矢張精霊である乳母と一緒に，下町に人閥
の影を取りに行く。白羽の矢はそこに住んでいる染物エバラクの妻に島だる。バ
ラクの妻は敵慢な女だっためで，それを種にして彼女に罪を犯させて，影を奪お
うとするのだ。だがバラク夫妻を不幸につきおとすという罪の意識と哀隣の情が，
遂に最後の瀬戸際で后の心を番飛えさす。后は影を得ることを諦める。この后の犠
牲的た愛の心が結局一切を解決することになる。
　私たちは「影なぎ女」において明確にオフマンスタールの発展して行った方向
を理解することが出来る。精霊の状態とは明らかに審美家であった彼の青春時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う皇ずめと考え」るこ左が出来る。審美家をいう。も、のが影もなければ石女であること1そし
てそのこと．自身が呪いであるという1ことは，・オフマンスタールは若くして感じて
いた。だからこそ彼1幸人間の雑闘する下町に（ゲオルゲは「郡けられた者」にお
いて「市場で云々」と非難をあびせかけているが），あの后と向様に「嫌悪と恐
怖」を噛み殺して，自分の影を求めておりて行ったのだ。「后が人生に踏み出し
た瞬間，一事実彼女が人生に踏み出そうとするその歩み自身によって，彼女はまた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（熱O）既に逃れがたく罪あるものとなる。」　とブレヴィーンも言っ一でいるが，オフマンス
タール惇審美家に留ることなく，「両手を天空に伸して，運命の電光を，我身のう
・えに引ずり下そうとした」のだった。つまり人生に，現宰にS’en富agerしたのだ。
そして人生は即ち罪であるというその人生のたかで罪に苦しみ，遂にその罪を超
え得る唯∵のもの」が愛であることを知ったのだ。その役割を厭がっていたあの
「ザルツブルク大世界劇場」の乞食も，愛を以ってそあ役割を抱きしめた時に，
その劇場の構想に最もふさわしい者となった。更に「気むずかしい勇」ハンス・一
カルルが夜会の葛藤のなかでひ一とり正しさを失わたかったのは，誰もが面と向う
こと’を避けようとする死を核心一ξする現実を，彼が愛を以って抱きしめていたカ・
らだっ㍍こうして見てゆくと・オフマシ大タールの後期の作馴千一様に共通た
　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
表情というのは・彼が着くして既にいくら見まいとしても，見ずにはおれたかっ
たものを，今一歩進んで愛を以って抱きしめることによって，それを超え得たと
いうことであることがわかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　最後に再びプレヴ4ンめ言葉を引用すると，「かくてまたホフヤシスター九はあ。
る日。．特権的な精霊にと∫まろうか，それとも他の人と同じ人間にたり，人間の
間に住まい。人間の運命を有とうかという決定に立ちむかわねばならなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註11）　．前者は，人々が碑に期待するところだったが二役が琢んだのは後者だった。」若
くして精霊の状態にあっても，その閉せる世界の隅々から，その外なる世界の深
い視線を感じずにはおれなかったオフマンスタールは，惜し気もなくその精霊と
いう閉せる世界を破壊して外に出て行った・シュテファン・ゲ才ルケが飽迄自己
め精神的支配権の絶対を持し，外なる旧株亭の世界に対して峻厳にも非妥協的で
あったのとは余りにも違う。オフマンスタールが出て行ったところは，昔ながら
の人々の住んでいる世界だった。そして彼は次第にその昔ながらの人々の住んで
い亭世界の底に重く揺ぎない絶対牟耽んでいることに気附いて行っ㍍だからこ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　レジチームそ彼の権威は，自己のプ］にはなくて，「正統の遺産と伝承に根をおく」に到ったの
だ。ヨーロッパの伝統，もっと精しく言うたらばクルチウスも言うように，1918
年限りヨーロッバの表面から消え去った．オーストリア＝スペインの伝統である6
165冒年のピレネー講和までヨーロッパを支配し続けていた伝統，カルル・ルード
ヴッヒ・フォン・・ハラァやアダム・～エラァやフリードリッヒ・シュレーゲルや
ヨゼフ・ナードラァが保ち守ろうとした伝統，ルネッサンス以来のヒューマ二女
ム払　ヨー口7パ文化を形成する緯糸とすれば，正に経糸とも称すべきもの一つ
の伝統である。
（註）1．Em3st－RobeIt　d岨rtius：Kritische　Essays　zur　euro測s北en　L！teraturのなかの
　　George，ao王m丑nnsthaI　md　Ca1deron　S．175
　2．雑誌ヴァイキングの第四四割こ「春院炎上」と題して搬訳あり。
　3．Rjcha’d　Alewyn＝Hof触nnsth証1s　Wandlun三S．2S／S．23
　4一ホフマンスタールは190僻1三，青春時代の邊捕詩十二ニ篇を選んで出して！いる。野情熱こ準ずべ
　　き短い詩劇を挙げれば，「テイチアンの死」（1S92），「愚者と死」（ユ893）・「小世界劇場」’「日い
　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
　　扇子」，「窓辺の婦八」．「皇帝と魔女」」（以上1897），「ヅベイアの婚礼」．「冒険家と歌鱒」（以、上
　　工39S），「ファルrンの鉱山」（1S9））がある。これらの侮品は害姶我国でも早くから紹介されて
　　いるので，緒論は避けたが，当然もう一度　ホフマンスタールの本質から、彼の吉春時代の正
　　確な評価がしなお’され溶ければ底らないと思う。
5・私がこの論文のために用いたチギ子トは出ユgo　von巨。fmannsthal　Gesam㎜elte　Werke
　　Bd・61924言・Fisoher　Verlagであ乱引用ρ箇所ば2・Bd　Erz査hlmgen・Gesp描。he口nd
　　Bf｛efeの左かのDer　Brief　des　Lord　Chaudos　S．176／S．1SO｛S1ノ．S1S8
6，Die組ue　Rロロdschauユ951zweites　Heft－Hermaun　Bro二h：Hugo　vcn　Ho玉ma正mst11．a王s
　　Prosaschrif1二en　S．1O－11
7．Friedrich　Herm捌n：Geoエge　o珊｛Hofmannsthal　S㈹
S．富士川英郎氏の「詩に就いての対話」のあとがきに訳者は次の上うに言っている。「ホフマン
　　スタ」ルが一面傑れたエッセイストであり，その該博な世界文学り知識と深い教養によつて，
　　後代に深甚な影響を及ぼした批評家であったことは　我国では全く顧られもせず，知られもせ
　　ずに終ったようである。尤もドイツにお・いても文学史家などからは兎もすれば詩人や戯曲家と
　　して．の赤フマンスタールが重視され一エッセイストと’し一での彼はその陰に婆を没し勝ちてあつ
　　たが，今買臭曝の土は、ハンス・カロツカの如く，マックス・メルの如く，’一その・価値を称揚し
　　てやまない。また早くは詩人リルケもその熱烈な愛読者であったことは書簡葉などからもよく
　　窺われ．る。」
g．Gesamme肚e　Werke4．Bd．Lustspie1S－370
10．Alewy皿：op．cit．S．三6
］．］．．Alewyn：op．cit．S－23
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